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研究計画内容 【研究の背景と目的】現在、マイナス金利政策や地方の人口減少などにより、地域銀行の

利益低迷が続いている。我々は、地域銀行は一時的な苦境に陥っているものが多いものの、

地域銀行という業種は社会的に存続価値があると考えている。本研究では、地方銀行が政

府の援助なしに存続できるかを調べていきたい。長年、地域銀行存続の方法に関しての研

究が行われてきたが、未だ妥当な解決策は提示されておらず、唯一挙げられた合併・統合

は現実には独立禁止法の対象となり認められなかったり、実行されなかったケースが少な

くないと考えられる。しかし、2020年 11月 27日に地銀合併特例法が施行され、地銀再

編へのハードルが低くなった。その一方で、合併後の人事問題・システム問題など新たな

問題が生じるようになった。では、長期的に存続していくためには、どのようにすればよ

いのか。私たちは、合併前後の株主価値比較を行い、合併の有用性を検証する。 

【研究内容・期待される成果】地域銀行の損益計算書、貸借対照表、各銀行の有価証券報

告書、10年物国債金利、ベータ値、マーケット・リスクプレミアムより、エクイティ CF

法を用いて、エクイティ CFの算出、株主資本コストの算出を行い、株主価値を求めてい

く。そして、合併案の発表から合併までの株主価値の変化を分析することで、株主が合併

に対してどこまで期待しているのかを読み取ることができる合併発表後の株主価値、合併

直前の株主価値、合併後の株主価値を比較することで、合併統合が本当に利益改善につな

がっているのかを検証していきたい。そして、合併後からの株主価値の分析を行うことで、

各地域銀行が合併統合を通してどの程度再編することができたのかを知ることができる

と考えた。また、合併統合以外の再編を行っている地域銀行の株式価値とも比較していく

ことで、合併の地銀再編における有用性を確かめていきたい。 
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